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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 44,402 4.4 1,448 △48.7 1,507 △47.5 1,121 △54.2

2022年3月期第2四半期 42,512 △6.1 2,826 △11.2 2,868 △15.1 2,445 △2.9

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期 1,238百万円 （△20.8％） 2022年3月期第2四半期 1,564百万円 （△38.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 77.68 ―

2022年3月期第2四半期 169.46 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 132,014 49,107 37.1

2022年3月期 132,868 48,018 36.0

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 48,953百万円 2022年3月期 47,867百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

2023年3月期 ― 10.00

2023年3月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 97,000 3.2 3,900 △37.5 3,900 △38.3 3,100 △40.7 214.80

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 14,675,012 株 2022年3月期 14,675,012 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 243,299 株 2022年3月期 242,928 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 14,431,887 株 2022年3月期2Q 14,432,789 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。



2023 年 3 月期の個別業績予想（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3月 31 日） 

（％表示は、対前期増減率）   

 売上高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり当期 

純利益 

通期 

百万円 

96,000 

 ％ 

4.0 

百万円 

3,700 

％ 

△38.0 

百万円 

3,000 

％ 

△47.8 

円 銭 

207.86 

（注）直前に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が和らぐもとで経済社会活動の正

常化が進み、景気は緩やかな持ち直しの動きが見られましたが、ウクライナ情勢等を受けた資源価格上昇や円安に

よる物価の上昇、世界的な金融引き締め等による海外景気の下振れがわが国の景気を押し下げるリスクを注視する

必要があり、依然として先行きが不透明な状況が続いております。

このような経営環境のもと、当第２四半期連結累計期間の当社グループの業績は、鉄道車両事業、輸送用機器・

鉄構事業、建設機械事業の売上が増加したことなどにより、売上高は前年同四半期比4.4％増加の44,402百万円と

なりました。利益面につきましては、鉄道車両事業、輸送用機器・鉄構事業、建設機械事業、エンジニアリング事

業の利益が減少したことなどにより、営業利益は前年同四半期比48.7％減少の1,448百万円、経常利益は前年同四

半期比47.5％減少の1,507百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期比54.2％減少の1,121百万円

となりました。

セグメント別状況は以下のとおりであります。

①鉄道車両事業

ＪＲ東海向けＮ７００Ｓ新幹線電車や特急型車両ＨＣ８５系のほか、新京成電鉄向け電車、名古屋鉄道向け電車

などの売上があり、車両が前年同四半期に比して増加したことなどにより、鉄道車両事業の売上高は23,717百万円

と前年同四半期比12.5％増加となりました。

②輸送用機器・鉄構事業

輸送用機器におきましては、無人搬送装置の売上が前年同四半期に比して増加しましたが、民生用バルクローリ

などが減少しました。

鉄構におきましては、三郷流山橋取付高架橋、谷郷池橋、汐留橋、衣浦大橋などの売上があり、官公庁向けの道

路橋などが前年同四半期に比して増加しました。

以上の結果、輸送用機器・鉄構事業の売上高は6,696百万円と前年同四半期比3.7％増加となりました。

③建設機械事業

都市再開発工事の需要などを背景に、全回転チュービング装置の売上が前年同四半期に比して増加したことなど

により、建設機械事業の売上高は9,932百万円と前年同四半期比1.3％増加となりました。

④エンジニアリング事業

鉄道事業者向け機械設備のほか、家庭紙メーカー向け製造設備、各地のＪＡ向け営農プラントなどの売上があり

ましたが、家庭紙メーカー向け製造設備が前年同四半期に比して減少したことなどにより、エンジニアリング事業

の売上高は4,022百万円と前年同四半期比21.7％減少となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

前連結会計年度末に比べ0.6％減少し132,014百万円となりました。これは、主に鉄道車両事業で仕掛品が増加し

た一方で、全事業で受取手形、売掛金及び契約資産が減少したことなどによるものであります。

②負債

前連結会計年度末に比べ2.3％減少し82,907百万円となりました。これは、主に輸送用機器・鉄構事業で支払手

形及び買掛金が減少したことや、長期借入金の返済などによるものであります。

③純資産

前連結会計年度末に比べ2.3％増加し49,107百万円となりました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益

を計上したため利益剰余金が増加したことなどによるものであります。
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売上高 営業利益 経常利益

親会社株主

に帰属する

当期純利益

前回発表予想 101,000 5,300 5,300 3,900

今回発表予想 97,000 3,900 3,900 3,100

増減額 △4,000 △1,400 △1,400 △800

増減率（％） △4.0 △26.4 △26.4 △20.5

ご参考 前期実績（2022年３月期） 94,022 6,237 6,317 5,226

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想 100,000 5,100  3,800

今回発表予想  96,000 3,700  3,000

増減額 △4,000 △1,400  △800

増減率（％） △4.0  △27.5 △21.1

ご参考 前期実績（2022年３月期）  92,303 5,970  5,741

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期（2022年４月１日～2023年３月31日）の連結・個別業績予想につきましては、前回発表（2022年４

月25日付け）の通期の予想値を以下のとおり修正することといたしました。

売上高は、連結・個別ともに、主に鉄道車両事業や輸送用機器・鉄構事業において、部品供給等の遅れにより売

上計上時期が来期以降になったことにより、減少する見通しです。各利益は、売上高が減少したことに加え、原材

料価格の高騰等で各製品の利益率が低下したことなどから、連結・個別の営業利益、経常利益、及び当期純利益

は、減少する見通しです。

［2023年３月期 通期（2022年４月１日～2023年３月31日）連結業績予想］

（単位：百万円 ％）

［2023年３月期 通期（2022年４月１日～2023年３月31日）個別業績予想］

（単位：百万円 ％）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（親会社へ譲渡した固定資産）

当社は、2017年４月20日に豊川製作所、衣浦製作所、鳴海製作所の工場資産を当社の親会社（東海旅客鉄道

㈱）へ譲渡しました。当該取引は、当社の親会社との取引であり、かつ、譲渡した工場資産は譲渡後も親会社と

の間で賃貸借契約を締結して当社が従前どおり工場として使用を継続しているため、これら工場資産の土地及び

その他の有形固定資産については売買処理を行っておらず、有形固定資産に計上しております。なお、当該取引

はファイナンス・リース取引には該当しないため、工場資産の譲渡価額は長期借入金（１年内返済予定の長期借

入金を含む）に計上しております。また、譲渡した工場資産に係る設備投資についてもその他の有形固定資産に

計上するとともに、設備投資額の一部を長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）に計上しておりま

す。

上記の結果、2022年９月末日における計上額は、土地11,975百万円、その他の有形固定資産5,504百万円（い

ずれも2022年９月末日の帳簿価額）であり、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）の残高は22,155

百万円であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

鉄道車両

事業

輸送用機器

・鉄構事業

建設機械

事業

エンジニアリ

ング事業

売上高

外部顧客への売上高 21,076 6,458 9,804 5,136 35 42,512 － 42,512

セグメント間の内部売上高

又は振替高
8 48 52 － 134 244 △244 －

計 21,085 6,506 9,857 5,136 170 42,757 △244 42,512

セグメント利益又は損失（△） 1,978 △486 1,667 310 △185 3,284 △457 2,826

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

鉄道車両

事業

輸送用機器

・鉄構事業

建設機械

事業

エンジニアリ

ング事業

売上高

外部顧客への売上高 23,717 6,696 9,932 4,022 33 44,402 － 44,402

セグメント間の内部売上高

又は振替高
135 157 1 2 130 426 △426 －

計 23,853 6,853 9,933 4,024 164 44,829 △426 44,402

セグメント利益又は損失（△） 1,801 △1,055 1,551 68 △273 2,092 △643 1,448

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、全社費用△479百万円、棚卸資産の調整額13百万円及

びセグメント間取引消去7百万円などが含まれております。なお、全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性がないため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、全社費用△662百万円、棚卸資産の調整額10百万円及

びセグメント間取引消去8百万円などが含まれております。なお、全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

前第２四半期

連結累計期間

(自2021年４月１日

至2021年９月30日)

当第２四半期

連結累計期間

(自2022年４月１日

至2022年９月30日)

報告セグメント

鉄道

車両

事業

ＪＲ 16,282 22,124

公民営 4,793 1,592

小計 21,076 23,717

輸送用機器

・

鉄構事業

輸送用機器 3,608 3,509

鉄構 2,850 3,182

小計 6,458 6,691

建設機械事業 9,377 9,535

エンジニアリング事業 5,136 4,022

その他 （注）１ 35 33

合計 42,085 44,001

顧客との契約から認識した収益

一時点で移転される財 38,426 40,237

一定の期間にわたり

移転される財
3,659 3,763

合計 42,085 44,001

その他の源泉から認識した収益 （注）２ 426 401

外部顧客への売上高 42,512 44,402

（収益認識関係）

（顧客との契約から生じる収益を分解した情報）

当社グループの事業は、鉄道車両事業、輸送用機器・鉄構事業、建設機械事業、エンジニアリング事業及びそ

の他の事業により構成されております。当社グループでは、これらの事業を通じて得られる収益を売上高として

表示しています。

報告セグメント別に分解した顧客との契約から認識した売上高は以下のとおりであります。

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメント等であります。

２．「その他の源泉から認識した収益」には、収益認識会計基準等の適用外の取引として、企業会計基準第13

号「リース取引に関する会計基準」が定めるリース取引等が含まれております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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事 業 区 分

前第２四半期連結累計期間

（2021.４.１～2021.９.30）

当第２四半期連結累計期間

（2022.４.１～2022.９.30）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

鉄 道 車 両 23,641 53.0 25,716 56.1

輸送用機器・鉄構 6,633 14.9 6,634 14.5

建 設 機 械 8,174 18.3 8,740 19.1

エンジニアリング 6,176 13.8 4,736 10.3

そ の 他 4 0.0 3 0.0

合 計 44,630 100.0 45,831 100.0

事 業 区 分

前第２四半期連結累計期間

（2021.４.１～2021.９.30）

当第２四半期連結累計期間

（2022.４.１～2022.９.30）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

受

注

高

鉄 道 車 両 22,801 52.0 18,137 36.7

輸送用機器・鉄構 5,121 11.7 12,620 25.5

建 設 機 械 11,187 25.5 13,082 26.5

エンジニアリング 4,663 10.7 5,564 11.2

そ の 他 39 0.1 37 0.1

合 計 43,814 100.0 49,441 100.0

受

注

残

高

鉄 道 車 両 112,586 78.3 83,949 65.3

輸送用機器・鉄構 15,321 10.6 23,949 18.7

建 設 機 械 12,806 8.9 17,126 13.3

エンジニアリング 3,164 2.2 3,503 2.7

そ の 他 3 0.0 3 0.0

合 計 143,883 100.0 128,532 100.0

事 業 区 分

前第２四半期連結累計期間

（2021.４.１～2021.９.30）

当第２四半期連結累計期間

（2022.４.１～2022.９.30）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

鉄 道 車 両 21,076 49.6 23,717 53.4

輸送用機器・鉄構 6,458 15.2 6,696 15.1

建 設 機 械 9,804 23.0 9,932 22.4

エンジニアリング 5,136 12.1 4,022 9.0

そ の 他 35 0.1 33 0.1

合 計 42,512 100.0 44,402 100.0

３．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

①生産実績

②受注状況

③販売状況
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